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新
年
度
の
４
月
か
ら
２
年
間
、
棚
底

地
区
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
地
域
と
行
政

の
パ
イ
プ
役
を
担
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
区
長
さ
ん
を
ご
紹

介
し
ま
す
。(

右
表
の
と
お
り
）

区
長
さ
ん
に
は
、
地
区
の
事
業
や
地

域
行
事
へ
の
参
画
に
加
え
、
広
報
誌
等

の
配
布
や
行
政
情
報
の
伝
達
、
ま
た
、

意
見
や
要
望
の
取
り
ま
と
め
な
ど
多

岐
に
亘
る
業
務
を
地
区
の
代
表
と
し

て
推
進
し
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
地
区
振
興
会
で
は
、
自
治
環

境
部
会
や
役
員
会
な
ど
に
所
属
し
、
企

画
や
運
営
等
で
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
す
。
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど

地
域
の
抱
え
る
課
題
は
沢
山
あ
り
ま

す
が
、
地
域
活
性
化
の
た
め
ご
尽
力
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

新
区
長
さ
ん
ご
紹
介

５区 ４区 ３区 ２区 １区 地区

区

長

名

永
田
博
文
様

福
田
久
典
様

池
田
龍
二
様

松
森
守
哉
様

春
木
重
昭
様

地
区
振
興
会
は
、
行
政
区
を
基

本
に
、
旧
小
学
校
区
単
位
に
地
域
住

民
が
構
成
す
る
団
体
で
、
美
化
活
動

や
地
域
行
事
等
の
運
営
に
加
え
、
地

域
の
課
題
解
決
や
地
域
づ
く
り
を
行

う
住
民
主
体
の
組
織
で
す
。

棚
底
地
区
振
興
会
は
、
「
自
然
と
歴

史
と
文
化
の
里
棚
底―

地
域
資
源
を

活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り―

」
を
テ
ー
マ

に
、
国
指
定
史
跡
棚
底
城
跡
や
、
上
揚

に
自
生
し
て
い
る
ア
イ
ラ
ト
ビ
カ
ズ

ラ
な
ど
の
地
域
資
源
を
有
効
活
用
し
、

棚
底
地
区
の
活
性
化
や
住
民
主
体
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
明
る
い
地
域

づ
く
り
を
目
的
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

振
興
会
の
運
営
委
員
等
の
任
期
は

２
年
で
、
今
年
は
改
選
期
と
な
り
ま

し
た
。
振
興
会
長
、
副
会
長
は
２
月
の

理
事
会
で
す
で
に
推
薦
い
た
だ
き
、

総
会
に
諮
る
と
こ
ろ
ま
で
進
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
去
る
１
９
日(

火
）
の
全

体
会
議
で
は
各
地
区
か
ら
選
出
い
た

だ
い
た
運
営
委
員
等
の
中
か
ら
正
・

副
部
会
長
を
決
め
て
頂
き
ま
し
た
。

人
口
減
少
や
高
齢
化
率
の
向
上
で

振
興
会
運
営
は
課
題
が
山
積
し
て
い

ま
す
が
、
地
域
の
皆
様
の
積
極
的
な

参
画
で
活
力
あ
る
振
興
会
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
新
年
度
も
ご
指
導
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

全
体
会
議
で
各
地
区

か
ら
選
出
の
新
運
営

委
員
ら
に
振
興
会
の

目
的
や
組
織
な
ど
基

本
事
項
を
説
明
！

「
活
力
あ
る
振
興

会
づ
く
り
」
に
地

域
住
民
の
積
極
的

な
参
画
を
お
願
い

し
ま
す
！

歳川さんの講話＝１９日、集会室

「棚底城跡の概要」を聴く新運営委員ら



　

令和６年４月号

２月末

863（-4)

１月末

464 975（-3）

867

462（-2） 978
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２月末 １月末

587（+3)

高齢化率
５３.２０％

人　　口

　人口動静

世　帯　数

棚　底

浦 269（0）269 584

438(+1）

1,169（-1）

宮　田 437

2,429 2,425（-4)合　計 1,170

今月の石垣散策トイレ掃除当番

自治環境部会 毎週 火、土曜日

倉岳小学校 毎週 木曜日

４月 ４日（木 ）振興会役員会

４月 ６日（土）～１５日（月）

春の全国交通安全運動

４月１１日（木 ）振興会総会

４月２８日（日 ）史跡めぐり＆ウォーキング

（予定のため変更になる場合あり）

振興会部会員必見！

棚
底
城
通
信
第
９
４
号

～市景観審議会にガイダンス施設
整備基本構想を報告～

（仮称）史跡棚底城跡ガイダンス施設と倉岳支所を併設する建

物の整備基本構想について、２月２０日（火）に市景観審議会で報

告しました。市が公共事業を行う際は、公共事業等景観形成指針

を遵守する必要があります。

棚底地区は、「倉岳を背景に、民家の防風石垣等が残る、自然

と文化的景観が調和した地区」として、市景観条例で定める景観

形成重点地区になっています。新しく造る建物が美しい景観を阻

害しないよう、設計を工夫していきたいと考えています。

（天草市文化課 宮崎）【天草市景観審議会で報告する様子】

３
月
１
３
日(

水
）
に
「
棚
底
史
跡
め

ぐ
り
＆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
参
加
者
募

集
お
知
ら
せ
」
の
た
め
み
つ
ば
ち
ラ
ジ

オ
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

天
草
市
役
所
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
で

放
送
さ
れ
る
予
定
で
稲
津
会
長
、
歳
川

さ
ん
、
小
林
の
３
人
が
ス
タ
ジ
オ
で
事

前
収
録
に
臨
み
ま
し
た
。
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
の
池
田
さ
ん
が
各
自
の
音
量
調

整
を
さ
れ
た
後
、
ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ

片
手
に
１
回
目
は
リ
ハ
ー
サ
ル
だ
と

思
い
気
軽
に
収
録
を
始
め
た
と
こ
ろ

「
ハ
イ
オ
ッ
ケ
ー
で
す
」
と
あ
っ
け
な
く

終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
さ
か
今

の
が
本
番
と
は
思
わ
な
か
っ
た
と
後

悔
し
た
が
、
放
送
時
間
内
に
ち
ょ
う
ど

収
ま
っ
た
の
で
バ
ッ
チ
リ
で
す
と
い

う
説
明
に
納
得
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

４
月
１
９
日(

金
）
締
め
切
り
で
、
先

着
１
５
０
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
棚
底

地
区
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
参
加
の
上
、

地
域
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
発
見
し
て

く
だ
さ
い
。

３
月
２
日(
土
）、
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
主
催
の
「
石
垣
と
こ
ぐ

り
」
ツ
ァ
ー
に
山
都
町
矢
部
か

ら
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
の
会
員

ら
１
９
名
が
来
訪
さ
れ
た
。

当
日
は
、
北
風
が
強
く
寒
い

中
、
「
棚
底
案
内
人
の
会
」
田
中

会
長
が
ガ
イ
ド
。
倉
小
プ
ー
ル

下
駐
車
場
で
挨
拶
を
交
わ
し

た
後
、
松
本
邸
の
石
垣
と
付
近

の
こ
ぐ
り
を
見
学
し
た
。

参
加
者
ら
は
「
ど
う
し
て

こ
ん
な
に
石
が
多
い
の
か
」

「
ど
こ
か
ら
運
ん
で
き
た
の

か
」
な
ど
不
思
議
そ
う
に
質
問
。

野
面
積
み
の
石
垣
群
を
触
っ

て
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
山
都

町
の
通
潤
橋
に
比
べ
て
も
遜

色
な
い
と
感
心
さ
れ
て
い
た
。

山
都
町
か
ら
の
参
加

者
ら
国
宝
「
通
潤
橋
」
と

比
べ
て
も
遜
色
な
い

と
感
心
！

石垣を見学する参加者ら＝松本邸

パーソナリティの池田さんと

収録前のスタジオ内


